
この度は、デロンギ  マグニフィカSプラス 
コンパクト全自動エスプレッソマシン 
ECAM23210 をお求めいただき誠に
ありがとうございました。本製品を正しく
安全にお使いいただくため、ご使用前に、
必ずこの取扱説明書を最後までお読みくだ
さい。お読みになった後は、保証書（裏表紙）
と共に大切に保管してください。
本書に記載の内容は、改善のため予告なく
変更する場合があります。
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■ ボタンを押すだけの全自動マシン
豆挽きから抽出、その後の粉の処理まですべて自動で行い、
手軽に挽きたて・淹れたてのコーヒーが味わえます。

■ コンパクトなサイズながらエスプレッソはもち
ろんカプチーノやカフェ・ラテも作れる本格派
マシン
機能・パフォーマンスを犠牲にすることなく、コンパクト化
を実現。置き場所を選びません。

■ 操作性に優れたコントロールパネル
コントロールノブを回す／押すだけでコーヒーの量や濃さ
を簡単に調整でき、アイコン表示で現在の設定がひと目で
わかります。

■ 着脱可能な抽出ユニット
本体内部に古い粉が残りにくい構造になっていますので、
１杯目から新鮮なコーヒーを抽出できます。抽出ユニットは
取り外せるので、お手入れも簡単です。

■ 節電機能
節電機能使用時には、コーヒー抽出後、自動的にボイラー
がオフになり、無駄な電力の消費を抑えます。

初めてご使用になる時は、必ず9～11ページ
の「初めてお使いになる前に」をお読みください。

取扱説明書

デロンギ
マグニフィカＳプラス
コンパクト全自動エスプレッソマシン
型式番号ECAM23210家庭用
※本体の型式番号「ECAM23210」の後に続くアルファベットは色番号を
表すものです。
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保証書付
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安全上のご注意     各注意事項を、必ずお守りください。

電源は交流100V（50/60Hz）で「15A 
125V」と記されている壁面のコンセントに
直接差し込む
火災・感電の原因。

コンセントは本製品だけ（単独）で使用する
発火の原因。
他の器具と併用すると、分岐コンセント部が異常
発熱します。

1. ご使用の前に、必ずこの「安全上のご注意」を最後までお読みください。
2. ここに示した注意事項は、製品を正しく安全にお使いいただき、あなたや他の人々への損害を未然に防
止するものです。

3. 注意事項は、誤った取り扱いで生じることが想定される内容を、その危害や損害および切迫の度合いに
より、「警告」「注意」の2つに分け、明示しています。

4. 各注意事項には、「禁止」または「強制」を促す絵表示が付いています。

この絵表示は、してはいけない「禁止」内容です。 この絵表示は、必ず実行していただく「強制」内容です。

：禁止

：分解禁止

：接触禁止

：ぬれ手禁止

：水ぬれ禁止 ：指示を守る

：電源プラグを抜く

電源／コンセントについて
 警告

取り付けの悪いコンセントは絶対に使わない
火災・感電の原因。

延長コードやテーブルタップ、ソケットなどは
絶対に使わない
発火の原因。
コンセントや電源プラグ／電源コードが異常発熱
します。

電源プラグ／電源コードについて
電源プラグやコンセントに付着しているホコリ
やゴミは、定期的に取り除く
火災の原因。

電源プラグは、根元までしっかりと差し込む
火災・感電の原因。

濡れた手で電源プラグを抜き差ししない
感電・けがの原因。

動作中に電源プラグを抜き差ししない
火災・感電の原因。

安全上のご注意　各注意事項を、必ずお守りください。

1

 警告
この表示の欄は、「死亡または重傷などを負う可能性が
想定される」内容です。

 注意
この表示の欄は、「傷害を負う可能性または物的損害のみ
が発生する可能性が想定される」内容です。

：
風呂・シャワー室 
での使用禁止
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子供だけで使わせたり、幼児の手が届くとこ
ろで使用しない
感電・やけど・けがの原因。

絶対に他の用途や屋外で使用しない。家庭
用として使用し、業務用として使用しない
故障の原因。
本製品は、コーヒーの抽出、給湯、蒸気による
泡立て／加熱など、家事専用（家庭用電気製
品）です。

電源プラグ／電源コードについて

2

使用中／使用後について

自分で絶対に分解・修理・改造は行わない
故障や発火の原因。

異常が生じた場合は、使用を中止する
けがや故障の原因。
万一、異常が生じた場合は、直ちに電源を切り、
電源プラグをコンセントから抜き、お求めの販売
店または当社テク二カルセンター（42ページ参
照）まで連絡する。

 警告

安
全
上
の
ご
注
意

P

P

電源プラグ／電源コードが異常発熱している
場合は、電源を切り、電源プラグをコンセン
トから抜く
ショートによる発火の原因。
使用中に、電源プラグ／電源コードが異常に熱く
なる場合は、直ちに電源を切り、お求めの販売店
または当社テクニカルセンター（42ページ参照）
に相談する。

電源コードは破損したまま使用しない。また、
電源コードを傷つけない（加工する・無理に
曲げる・引っ張る・ねじる・束ねる・重い物を
載せる・挟み込むなど）
感電・火災の原因。
電源コードが破損している場合は、お求めの販
売店または当社テクニカルセンター（42ページ
参照）に相談する。

電源プラグを抜くときは、電源コードを持た
ず、必ず電源プラグを持って抜く
感電・ショートによる発火の原因。

電源について

ブレーカーが落ちる場合には、電力会社に連絡する
使用中にブレーカー（分電盤内の回路遮断器）が落ちる場合には、電力会社に相談する。

電源プラグ／電源コードについて

使用中は、電源コードを本体に触れさせない
感電・ショートの原因。
熱で電源コードが傷みます。

 注意
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安全上のご注意     各注意事項を、必ずお守りください。
使用中／使用後について

本体が転倒、落下したときには、使用せず、 
点検を依頼する
火災・感電の原因。
お求めの販売店または当社テクニカルセンター
（42ページ参照）まで連絡する。

本体および本体操作部に水やコーヒーをこぼさない
ショート・感電の原因。
万一、こぼしてしまった場合は、直ちに電源を切
り、使用を中止する。その後、お求めの販売店ま
たは当社テクニカルセンター（42ページ参照）
まで連絡する。

電源を入れた後は、本体を移動しない
やけど・故障の原因。

長期間使用しない場合は、必ず電源プラグを抜く
絶縁劣化による感電・火災の原因。

グラインダー作動中に豆ホッパー内部に指な
どを入れない
けがの原因。

本体を持ち運ぶ際は、抽出口やフロッサー、
本体操作部を持たない
けが・故障の原因。

コーヒー抽出中／給湯中は、絶対にトレイを
引き出さない
やけどの原因。

抽出口やフロッサーから出てくるコーヒー・お
湯・スチーム（蒸気）に手などを近づけない
やけどの原因。

給湯／スチーム機能の使用中に、給水タンク
に水を補充する場合は、必ずスチームつまみ
を閉じる（○になっている）
やけどの原因。

使用中および使用後しばらくは抽出口やフロ
ッサーに触れない
やけどの原因。

他製品の部品や付属品などを組み合わせて
使用しない
故障・けがの原因。

給水タンクに水以外のものを入れない
故障の原因。
※石灰の除去を行う際に入れる除石灰剤は除く。

インスタントコーヒー、ココアパウダーやフレ
ーバーコーヒー豆などは使用しない
故障の原因。

 注意

P

P
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お手入れについて

設置場所について
本体は不安定なところ、熱に弱いテーブルや
敷物などの上では使用しない
テーブル・敷物の変色・変形や火災の原因。

壁や家具の近くでは使用しない
蒸気または熱で壁や家具を傷め、変色・変形の原
因。

豆ホッパーの内部を濡らしたり湿気をこもら
せない
故障の原因。

水道や熱源の近く、屋外や湿気の多い場所
（部屋）、特殊な環境（硫化ガスの発生する場
所、塩害などのおそれがある場所）で使用し
ない
火災・感電・故障の原因。
製品の劣化を早め、 製品寿命に悪影響を及ぼす
可能性があります。

本体や電源プラグ／電源コードを水に浸した
り、水洗いをしない
ショート・感電の原因。

本体のお手入れは電源プラグをコンセントか
ら抜き、各部が冷えてから行う
高温部に触れると、 やけどの原因。
※ フロッサーの内部洗浄（23ページ参照）、手
動内部洗浄（34ページ参照）、石灰の除去（35
ページ参照） の際は除く。

設置場所について
本製品は、左側、後部5cm以上、右側、上部20cm以上空けて設置してください。

※ 室温が0℃以下になる場所に設置しないでください。水が凍ると故障の原因となります。

 注意

安
全
上
の
ご
注
意

P

10cm 5cm 5cm 20cm43cm 23.8cm

35cm 35cm

20cm
20cm

正面横から見たところ



P

5

各部の名称とはたらき
本体正面

この上にカップを置きます。
中央の二つの穴は抽出口から
コーヒーやお湯が落ちてくる位
置の目安です。（取り外し可）

コーヒーカスを捨てたり、お手
入れのときに手前に引き出し
て取り外します。（取り外し可）
34ページ参照

コーヒーや内部洗浄時のお湯が
出てきます。

抽出口はカップの高さ（最大約
14cm）に合わせて上下に調節
できます。

マシンの操作や設定を行います。
※ 詳細は 7、8ページ参照

コーヒーカスを受けます。（最
大14杯分）（取り外し可）

水滴を受けます。（手前に引く
と取り外せます）

スチームつまみの開閉で、フロッサーか
ら蒸気やお湯を出したり止めたりします。

 ●開ける
蒸気やお湯が出る

 ●閉じる
蒸気やお湯が止まる

スチームの出し方は
21～ 22ページ参照

給湯は
14ページ参照

トレイに水やコーヒーがたまる
と上がってきます。
34ページ参照

計量スプーン
クリーニングブラシ

付属品

水硬度チェッカー
（取扱説明書の1ページ目に
貼り付けられています。）

フロッサーの中にはスチームノズル
がセットされています。スチームを
使用する際には外側に向けます。（そ
れぞれ取り外し可）
取り外し方は
32ページ参照

全自動エスプレッソマシン用除石灰剤

スチームつまみ

スチーム管

フロッサー（外側）

スチームノズル（内側）

カップ受け

コントロールパネル

抽出口取っ手

抽出口

水滴受け

カス受け

水位計（赤色）

トレイ
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主電源をオフにすると待機時消
費電力がゼロになります。
 ●オン
主電源を入れる

 ●オフ
主電源を切る

※ 詳細は 12ページ参照

各
部
の
名
称
と
は
た
ら
き

本体側面

本体背面

本体上面

ふたのスリットをふさがないでく
ださい。タオルなどでスリットを
ふさぐと蒸気が抜けずに内部で
コーヒー粉が固まり、故障の原因
になります。

豆ホッパー内部を濡らしたり、湿気を
こもらせたりしないでください。
故障の原因となります。

必ず電源オフの状態で取り出して
ください。

豆の挽き具合（粒度）を調整します。
通常は目盛「5」（工場出荷状態）の
設定でお使いください。
※ 詳細は 13ページ参照

コーヒー豆を投入します。
最大投入量：250g

コーヒー粉を投入します。
最大投入量：計量スプーン1杯
分または14gまで

カップを置きます。
※ 温め機能はありません。

手前に引き出すと取り外せます。
MAX表示＝1.8L
（ふた部も取り外し可）

お手入れのときに、抽出ユニッ
トふたを開けて手前に引き出し
ます。（取り外し可）
※ 詳細は 33ページ参照

抽出ユニットふたを取り外す際
に開けます。

細かい粗い

豆ホッパー

豆ホッパーふた

グラインダーノブ

挽き具合

給水タンク

給水タンクふた

電源コード

プラグ

パウダー投入口

パウダー投入口ふた

カップトレイ

抽出ユニットふた

抽出ユニット

主電源スイッチ
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各部の名称とはたらき（つづき）
コントロールパネル

ディスプレイアイコン
点灯や点滅で、本体の状態や設定を表示します。 
ここでは、1つのアイコンのみ点灯、点滅する場合について説明します。 
2つ以上のアイコンの点灯、点滅については 37ページ参照

電源のオン／オフをします。

抽出量

 ●通常モード時
内部洗浄を行います。
 ●プログラムモード時
操作を取り消したり、プログラムモードを
終了するときに押します。  ●通常モード時

コーヒーの濃さや抽出量
の設定をします。
 ●プログラムモード時
メニューの選択をします。

コーヒーを1杯分抽出します。

 ●通常モード時
蒸気を出す準備をします。
 ●プログラムモード時
操作を確定します。

点滅：予熱中、内部洗浄中または電
源をオフにしている状態です。

コーヒーを2杯抽出中です。

節電機能が設定されています。

点灯：蒸気を出す設定が選ばれてい
ます。（蒸気の準備中）

点滅：スチームつまみを開いてくだ
さい。（蒸気の準備完了）

エラー表示です。
「アイコンの見かたと対処方法」

37ページ参照

日本向け仕様の製品は非対応の項目
です。

温度アイコン

カップアイコン

Ｅアイコン

スチームアイコン

警告アイコン

フィルターアイコン

点灯：カス受けがセットされていま
せん。セットしてください。

点滅：カス受けがいっぱいです。
　　　カスを捨てて空にしてください。

点灯：給水タンクがセットされてい
ません。

点滅：給水タンクの水が不足してい
ます。

点滅：石灰を除去してください。
35ページ参照

プログラムモードで、選択を取り消し
たりプログラムモードを終了します。

プログラムモードで、選択確定をし
ます。

カス受けアイコン

給水アイコン

除石灰アイコン

ESCアイコン

OKアイコン

コーヒーの濃さ
（ はコーヒー粉を使う場合）

プログラムモードにします。

＜プログラムモード＞
および が点灯します。コント

ロールノブ、（ESC）ボタン、（OK）
ボタンを使って操作します。 
※ 詳細は 25ページ参照

※ 詳細は 下記参照

コーヒーを2杯分抽出します。
※ 豆を使った抽出のみ

内部洗浄／ESCボタン

電源ボタン

プログラムボタン

ディスプレイアイコン

1杯抽出ボタン

2杯抽出ボタン

スチーム／OKボタン

コントロールノブ
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コーヒーの濃さを設定する ※豆を使った抽出のみ

❸ （1杯抽出）ボタンを約8秒間押し続け、
が点滅したらボタンから指を離す

抽出が始まります。

❹ お好みの抽出量までたまったら、 （1
杯抽出）ボタンをもう一度押す

　登録が完了します。

お好みの抽出量を登録する（マイコーヒーの設定）

にはお好みの抽出量を登録することができます。

P

コントロールノブを押して、濃さを選びます。

エクストラ
マイルド

粉からの抽出時
に選択

マイルド スタンダード ストロング エクストラ
ストロング

薄い 濃い

抽出量を設定する

P

コントロールノブを回して、抽出量（水量）を選びます。

マイコーヒー

20～180mL

エスプレッソ

約30mL

エスプレッソ
（ラージ）
約40mL

ロングコーヒー

約120mL

ロングコーヒー
（ラージ）
約150mL

少ない 多い

❶ カップを抽出口の下に置く

❷ コントロールノブを回して を点灯させる

各
部
の
名
称
と
は
た
ら
き
（
つ
づ
き
）

エクストラ
マイルド マイルド スタンダード ストロング エクストラ

ストロング

挽かれる豆
の量（目安）

1杯抽出時 約6g 約8g 約9g 約10g 約11g

2杯抽出時 約10g 約11g 約12g 約13g 約14g

※ 上記の数字はあくまでも目安です。 
お使いになるコーヒー豆の状態や粉の粒度によって、挽かれる豆の量は変化します。

コントロールノブを押すたびに、濃さが変わります。

※ 上記の抽出量は1杯抽出時の目安です。 
2杯抽出時には約2倍の量が抽出されます。
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主電源スイッチをオンにする

が点滅します。

オン

P

点滅

❶ 給水タンクを本体から取り外し、MAXの
位置まで水を入れる

MAX

MAX

❷ 給水タンクのふたを閉め、本体にセットする

給水バルブ

※ 給水バルブが開くようにしっかり奥まで差し込ん
でください。

※ 給水タンクを破損させないように、取り扱いに注
意してください。水漏れや動作不良の原因になり
ます。

初めてお使いになる前に

初めてお使いになるときは、必ず「空気抜き」と「水硬度設定」を行ってください。

空気抜き

空気抜きの前に、プラグがコンセントに差し込まれていないこと、主電源スイッチがオフになっ
ていること、スチームつまみが閉じていることを確認してください。

給水タンクに水を入れる

コンセント 主電源スイッチ スチームつまみ

プラグをコンセントに差し込む

根元までしっかりと
差し込みます。

オフ

○
閉じる

本製品は工場で実際に1台1台豆を使った抽出試験を行って出荷されています。そのため、
本体内部にコーヒーのカスが付着していることがありますが、ご了承ください。
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❶ スチームつまみを開く

｜
開く

❷ （スチーム）ボタンを押す

10

初
め
て
お
使
い
に
な
る
前
に

空気抜きが終わったら
はじめてお使いになるときは、続いて水硬
度の設定を行います。
11ページ参照

容量100mL以上のカップをフ
ロッサーの真下に置く

スチームつまみを開き、 （ス
チーム）ボタンを押す

スチームつまみを閉じる
○
閉じる

カップの水を捨てる
※ トレイに排水しないでください。

P

ディスプレイ
消灯

P

フロッサーから水が出て、
ディスプレイが消灯します。

水が自動的に止まり、空気
抜きが完了します。
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❶ の点滅が消えたら （プログラム）ボタ
ンを押して、プログラムモードにする

P 点灯

と が点灯し、プログラム
モードになります。

初めてお使いになる前に（つづき）
水硬度の設定
本製品を使っていると、内部管などに水の石灰質が付着し、故障の原因になります。本製品では、
あらかじめ石灰を除去する時期を知らせる「除石灰アイコン」が定期的に点滅するように設定され
ていますが、実際にお使いになる水の硬度に応じた設定をしておくと、より正確な時期に点滅しま
すので、最初にこの設定を行ってください。

付属の水硬度チェッカーを袋か
ら取り出す

水硬度チェッカーは取扱
説明書の1ページ目に貼
り付けられています。

水硬度を測る

（電源）ボタンを押して電源
をオンにする
電源をオンにすると、 が点滅し自動内部
洗浄が行われます。
 ●詳細は 12ページ参照

❶コーヒー抽出に使う水に水硬度チェッカー
を1秒間浸して、取り出す

❷ 軽く振りながら約1分待つ

❸ 水硬度を確認する
ピンク色に変化したマスを数えます。
 ●ピンクのマスの数が水硬度レベルです。
レベル1

レベル2

レベル4

レベル3

水硬度を設定する

水硬度の設定が終わったら
（電源）ボタンを押して電源をオフにし

ます。 12ページ参照

❷ コントロールノブを回して のみを点灯
させ、 （OK）ボタンを押して確定する

P

確定

水硬度の設定をしないと、最長サイクル（使用水量250L）で除石灰アイコンが点滅するプログラムになっ
ています。お使いになる前に、必ず水硬度の設定をしてください。

❹ （ESC）ボタンを押して、プログラムモー
ドを終了する

P 消灯

と が消灯し、通常モードに
なります。

❸ コントロールノブを回して水硬度のレベルを
選び、 （OK）ボタンを押して確定する

P

確定

レベル1
レベル2

レベル4
レベル3

28ページ参照
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電源のオン／オフ
電源をオンにする 電源をオフにする

   待機時消費電力をゼロにしたい場合

電源オンは次の手順で行います。

❶ プラグをコンセントに差し込む

根元までしっかりと
差し込みます。

❷ 主電源スイッチをオンにする
※ 主電源スイッチを押す前に、スチームつまみが
○（閉じる）になっていることを確認してくだ
さい。

オン

❸ （電源）ボタンを押す

が点滅し、自動内部洗浄が始まります。

点滅

 ● が消灯したら抽出準備完了です。

 （電源）ボタンを押す

❶ （電源）ボタンを押す

❷ が消灯したら、主電源
スイッチをオフにする

❶ （電源）ボタンを押す
❷ が消灯したら、主電源スイッチをオフ
にする

❸ プラグをコンセントから抜く

電源のオン／オフ時には、お
湯による水の通り道の洗浄が
行われます。洗浄中は が点
滅し、終了するまで操作でき
ません。終了すると が消灯
します。

P

点滅

初
め
て
お
使
い
に
な
る
前
に（
つ
づ
き
）

電
源
の
オ
ン
╱
オ
フ

※ ヒーターが温まっている状
態では、電源をオンにして
も自動内部洗浄が行われな
い場合があります。

お湯の量の目安

電源オン時 約60mL

電源オフ時 約30mL

が点滅し、自動内部洗浄が始まります。

点滅

オフ

主電源スイッチをオフにする╱
電源プラグを抜くときのご注意

長期間使用しない場合

自動内部洗浄

主電源スイッチをオフにする、または電源
プラグを抜くとコーヒーの濃さと抽出量が
初期設定に戻ります。
・コーヒーの濃さが「スタンダード」に戻ります。
・抽出量が「エスプレッソ」に戻ります。



グラインダーノブで調整します。

グラインダーノブは、エスプレッソが適正な状態で抽出されるよう、工場出荷時に「5」の目盛に
設定されています。通常はこの設定のままお使いください。

お使いになる豆の種類や焙煎度などにより、抽出が早すぎる場合や、抽出が遅すぎる（ポタポ
タとしか抽出されない）場合、まったく抽出されない場合にのみ、グラインダーノブで調整し
ます。

症状 対応

• 抽出が遅すぎてポタポタとしか
抽出されない。
• まったく抽出されない。

グラインダーノブを粗いほう（時計
回り）に1目盛回してください。

• 抽出が早すぎる。
• クレマが薄い・少ない。

グラインダーノブを細かいほう（反
時計回り）に1目盛回してください。

上記の要領で1目盛調整した後に抽出を行うと、2～3杯で徐々に抽出状態が変わっていきます。
調整後も抽出が早すぎる／遅すぎる場合は、さらに1目盛回して再度調整してください。

ひき豆（コーヒー粉）の粒度╱抽出速度（流量）の調整

時計回りに1目盛
回す（目盛りを大
きくする）

お願い
グラインダーノブは、必ずグラインダーが作動しているときに回してください。グラインダーが停
止しているときに無理に回すと、故障の原因となります。

反時計回りに1目盛
回す（目盛りを小さ
くする）

13

エスプレッソ抽出の基本
お好みのエスプレッソの味に調整するとき、設定の目安としてください。

コーヒー豆の量 8ページ参照

抽出量 8ページ参照

抽出温度 29ページ参照

少ない 多い

薄い 濃い

豆の量

味

エクストラマイルド マイルド スタンダード ストロング エクストラストロング

マイコーヒー20～180mL エスプレッソ30mL エスプレッソ（ラージ）40mL ロングコーヒー120mL ロングコーヒー（ラージ）150mL

少ない 多い

濃い 薄い

抽出量

味

低い 高い

苦み・コク減 苦み・コク増

温度

味

※ お好みの抽出量を
設定できます。
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❸ スチームつまみを開いて給湯する

｜
開く

❹ スチームつまみを閉じて給湯を止める

○
閉じる

❺ フロッサーとスチームノズルを取り付ける
32ページ参照

給湯機能の使いかた

カップの温度

エスプレッソ抽出の前に、給湯機能を使ってカップをあらかじめ湯煎して温めておきます。カップ
が冷たいと、エスプレッソの温度が奪われ、クレマが薄くなったりアロマが失われてしまいます。
※ 湯煎したカップにエスプレッソを抽出する場合は、湯煎に使ったお湯を捨てて清潔な布きんなどでカップ内の水
滴を拭き取ってから抽出してください。

❶ フロッサーとスチームノズルを取り外す
32ページ参照

※ が点灯・点滅しているときは、スチーム機
能を解除してから次の手順に進んでください。
22ページ参照

❷ 湯煎したいカップ（またはお湯受けの容器）
を、スチーム管の下にセットする

P

※ お湯がはねる場合がありますのでご注意ください。

給
湯
機
能
の
使
い
か
た

カップを湯煎するとき、カフェ・アメリカーノを作るときなど、お湯が必要なときに利用します。
※ 給湯前にスチーム機能を使うと、熱湯が出る前にミルクフロスターから数秒間スチームが排出されます。

エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
抽
出
の
基
本

美味しいエスプレッソの簡単な見分けかた
「クレマ」と呼ばれる表面の細かい泡とその色から見分けることができます。
色は褐色がかったキャメル色（豆によっては焦げ茶色に近いキャメ
ル色）、厚みは3～4mm、クリーミーできめ細かい泡（グラニュー
糖をのせても数秒は砂糖が泡の上に浮かぶほどクリーミーな泡）が
美味しいエスプレッソのクレマです。

知っておいていただきたいこと
エスプレッソの温度は67～70℃前後が理想とされています。一般的なドリップコーヒー
（85℃前後）と比べ相対的にぬるく感じることがありますが、異常ではございません。

3～4mm
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エスプレッソの抽出（豆を使う）
初めてお使いになるときは、空気抜きと4～5杯の試し抽出を行ってください。

用意するもの
コーヒー豆

エスプレッソ（マシン）用と表記されてい
る豆が最適です。店頭でコーヒー豆を焙
煎してもらう場合には、シティ・ロースト
かフルシティ・ローストがおすすめです。

フレーバーコーヒーや冷凍・冷蔵状態のコーヒー豆
は使用しないでください。故障の原因となります。（フ
レーバーコーヒーを使用したい場合は、あらかじめ
コーヒーグラインダーで挽いておき、粉の状態から
抽出してください。 17ページ参照  ）

水
新新鮮な水道水や軟水（硬度：
90mg/L以下）のミネラルウォー
ターが適しています。

※ 硬水を使用するとカルキ分が詰まりやすくなります。
※ ミネラルウォーターや浄水器を通した水は、残留塩素の殺
菌効果がないため、カビなどが発生しやすくなります。衛
生上、各部の定期的なお手入れ（23ページ～25ページ
参照）を必ず行ってください。

カップ
エスプレッソ用には、約60～80mL
の容量で、肉厚のものをお選びください。

給水タンクに水を入れる

スチームつまみが閉じているこ
とを確認し、電源をオンにする
詳細は 12ページ参照

 ● が点滅から消灯に変わったことを確認し、
次の手順に進んでください。

豆ホッパーにコーヒー豆を入れる
ふたを外して豆を入れ、ふたを閉じます。

トレイにカップを置く

❶ 給水タンクを本体から取り外し、MAXの
位置まで水を入れる

MAX
MAX

❷ 給水タンクのふたを閉め、本体にセットする

給水バルブ

※ 給水バルブが開くようにしっかり奥まで差し込ん
でください。

❶ 抽出口の真下にカップを置く

PP

＜1杯抽出するとき＞ ＜2杯抽出するとき＞

❷ 抽出口の高さを調節する

P

セットできるカップの
高さは約14cmまで
です。

スチームつまみが閉じているこ
とを確認し、電源をオンにする
詳細は 12ページ参照  
 ● が点滅から消灯に変わったことを確認し、
次の手順に進んでください。

豆ホッパーにコーヒー豆を入れる
ふたを外して豆を入れ、ふたを閉じます。
適量の豆で抽出するために、目安量（8ペー
ジ参照）より多めにコーヒー豆を入れてく
ださい（最大250g）。

トレイにカップを置く
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抽出量を設定する
詳細は 8ページ参照

Pコントロール
ノブを回す

※ 設定は、抽出ボタンを押す前に行ってください。

コーヒーの濃さを設定する
詳細は 8ページ参照

Pコントロール
ノブを押す

濃さ

※ 設定は、抽出ボタンを押す前に行ってください。

（1杯抽出）または （2杯抽出）
ボタンを押して抽出する

グラインダーが作動します。

豆が挽かれ、約2秒間蒸らしが行わ
れた後に抽出が始まります。

P

1杯抽出ボタン
または
2杯抽出ボタン

 ●設定した量が抽出されると、自動的に止まり、
コーヒーカスがカス受けに捨てられます。

※ 2杯抽出の場合、左右のカップに入るコーヒーの
量に多少の差が生じることがあります。

 ●抽出中にストップさせたい場合
（1杯抽出）または （2杯抽出）ボタンを押

します。
 ●抽出を延長したい場合
抽出終了後（ポンプの作動音が止まった後）、2秒
以内に再度 （1杯抽出）または （2杯抽出）
ボタンを押すと、押している間コーヒーが抽出され
ます。ボタンを離すと抽出が止まります。

ヒント より熱いコーヒーをお好みの場合は・・・

 ●抽出温度を上げる 
プログラムモードで、抽出温度を「高め」に設定し
ます。 29ページ参照

 ●本体内部を温める
手動内部洗浄を行い、本体内部を温めます。
34ページ参照

 ●カップを湯煎する
あらかじめ使用するカップを温めておきます。
14ページ参照

ヒント より熱いコーヒーをお好みの場合は・・・

抽出が終わったら
電源をオフにします。 12ページ参照

エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
の
抽
出
（
豆
を
使
う
）

抽出後、 が点滅したら、トレイを引き出
し溜まっているコーヒーカスを捨ててくださ
い。 34ページ参照

本製品は抽出杯数をカウントすることによ
り、カスを捨てるタイミングをお知らせして
います。カス受けが満杯になっていなくても、
点滅時には必ずカスをすててください。

抽出量

抽出中には以下の行為を絶対に行わな
いでください。やけど・感電・けが・
故障のおそれがあります。

子供に使わせたり、幼児の手の届くとこ
ろで使用しない／抽出口に手などを近
づけない／本体を移動しない／トレイ
を引き出さない／グラインダー作動中
に豆ホッパー内部に手などを入れない
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エスプレッソの抽出（粉を使う）
初めてお使いになるときは、空気抜きと4～5杯の試し抽出を行ってください。

用意するもの
コーヒー粉

エスプレッソ（マシン）用と表記されている極
細挽き～細挽きの粉が最適です。
※ ドリップコーヒー用の粉は、挽き具合が粗いので不向き
です。
※ インスタントコーヒーやココアパウダーなどは使用しな
いでください。

水

新鮮な水道水や軟水（硬度：90mg/L 以下）
のミネラルウォーターが適しています。
※ 硬水を使用するとカルキ分が詰まりやすくなります。
※ ミネラルウォーターや浄水器を通した水は、残留塩素の殺
菌効果がないため、カビなどが発生しやすくなります。衛
生上、各部の定期的なお手入れ（23ページ～25ページ
参照）を必ず行ってください。

カップ

エスプレッソ用には、約60～80mLの容量で、
肉厚のものをお選びください。

給水タンクに水を入れる

スチームつまみが閉じているこ
とを確認し、電源をオンにする
詳細は 12ページ参照

 ● が点滅から消灯に変わったことを確認し、
次の手順に進んでください。

トレイにカップを置く

❶ 給水タンクを本体から取り外し、MAXの
位置まで水を入れる

MAX
MAX

❷ 給水タンクのふたを閉め、本体にセットする

給水バルブ

※ 給水バルブが開くようにしっかり奥まで差し込ん
でください。

❶ 抽出口の真下にカップを置く

P

※ 粉を使って抽出する場合は、1杯分のみの抽出と
なります。

❷ 抽出口の高さを調節する

セットできるカップの
高さは約14cmまで
です。

P

粉を使って抽出する場合は、1杯分のみの抽出となります。

コントロールノブを押して
を選ぶ

P

点滅

コントロール
ノブを押す

※ （1杯抽出）ボタンを押す前に行ってください。
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パウダー投入口にコーヒー粉を
入れる
パウダー投入口ふたを開けてコーヒー粉を
入れ、ふたを閉じます。

抽出量を設定する
詳細は 8ページ参照

P

抽出量

※ 設定は、 （1杯抽出）ボタンを押す前に行っ
てください。

（1杯抽出）ボタンを押して抽
出する

約2秒間の蒸らしが行われた後に
抽出が始まります。

 ●設定した量が抽出されると、自動的に止まり、
コーヒーカスがカス受けに捨てられます。

 ●抽出中にストップさせたい場合
（1杯抽出）ボタンを押します。

 ●抽出を延長したい場合
抽出終了後（ポンプの作動音が止まった後）、2秒
以内に再度 （1杯抽出）ボタンを押すと、押して
いる間コーヒーが抽出されます。ボタンを離すと抽
出が止まります。

ヒント 抽出を途中で止めたいとき／延長したいときは

 ●抽出温度を上げる 
プログラムモードで、抽出温度を「高め」に設定し
ます。 29ページ参照

 ●本体内部を温める
手動内部洗浄を行い、本体内部を温めます。
34ページ参照

 ●カップを湯煎する
あらかじめ使用するカップを温めておきます。
14ページ参照

抽出が終わったら
電源をオフにします。 12ページ参照

エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
の
抽
出
（
粉
を
使
う
）

抽出後、 が点滅したら、トレイを引き出
し溜まっているコーヒーカスを捨ててくださ
い。 34ページ参照

本製品は抽出杯数をカウントすることによ
り、カスを捨てるタイミングをお知らせして
います。カス受けが満杯になっていなくても、
点滅時には必ずカスをすててください。

※ 電源オフ時にコーヒー粉を入れないでくださ
い。粉が本体内部に散り故障の原因になります。

※ コーヒー粉を 計量スプーン1杯分または
14g 以上入れないでください。本体内部に粉
が散ったり、パウダー投入口が詰まり故障の
原因になります。

計量スプーン1杯分
または14gまで！

コントロール
ノブを回す

抽出中には以下の行為を絶対に行わな
いでください。やけど・感電・けが・
故障のおそれがあります。

子供に使わせたり、幼児の手の届くとこ
ろで使用しない／抽出口に手などを近づ
けない／本体を移動しない／トレイを引
き出さない

ヒント より熱いコーヒーをお好みの場合は・・・ヒント より熱いコーヒーをお好みの場合は・・・ヒント より熱いコーヒーをお好みの場合は・・・



19

ホットコーヒーの作りかた
作りかた① ロングコーヒーを作る

用意するもの
コーヒー豆またはコーヒー粉

やや深煎り（シティ・ローストかフルシティ・ロー
スト）のレギュラーコーヒーをお使いください。
※ コーヒー粉から抽出する場合、中細挽き～中挽きの粉を
お使いください。

水

新鮮な水道水や軟水（硬度：90mg/L 以下）
のミネラルウォーターが適しています。
※ 硬水を使用するとカルキ分が詰まりやすくなります。
※ ミネラルウォーターや浄水器を通した水は、残留塩素の殺
菌効果がないため、カビなどが発生しやすくなります。衛
生上、各部の定期的なお手入れ（23ページ～25ページ
参照）を必ず行ってください。

カップ
14cm
以内

5cm以上

容量約180mL以上のコーヒーカップまたはマ
グカップをご用意ください。

給水タンクに水を入れ、本体に
セットする

スチームつまみが閉じているこ
とを確認し、電源をオンにする
詳細は 12ページ参照

 ● が点滅から消灯に変わったことを確認し、
次の手順に進んでください。

トレイにカップを置く

コントロールノブでロングコー
ヒー用の設定をする 8ページ参照

 ●コーヒー豆を使う場合

エクストラマイルド～マイルド
※お好みで調整してください。

ロングコーヒー～
ロングコーヒー（ラージ）抽出量

豆量

 ●コーヒー粉を使う場合

ロングコーヒー～
ロングコーヒー（ラージ）抽出量

コーヒー豆（またはコーヒー粉）
を入れる
詳細は 15、18ページ参照

約7～10g
（計量スプーンすり切り～小山盛り1杯）

＜コーヒー粉の場合＞

抽出する
 ●コーヒー豆を使う場合
（1杯抽出）ボタンまたは （2杯抽出）
ボタンを押します。
 ●コーヒー粉を使う場合
（1杯抽出）ボタンを押します。

抽出が終わったら
電源をオフにします。 12ページ参照

PP

＜1杯抽出するとき＞ ＜2杯抽出するとき＞

※計量スプーン1杯分または14g以上入れないで
ください。

※ 2杯抽出は豆を使った
抽出時のみ
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作りかた② カフェ・アメリカーノを作る（エスプレッソをお湯で割る）

給水タンクに水を入れ、本体に
セットする

スチームつまみが閉じているこ
とを確認し、電源をオンにする
詳細は 12ページ参照

 ● が点滅から消灯に変わったことを確認し、
次の手順に進んでください。

トレイにカップを置く

抽出量を選ぶ
コントロールノブを回して、エスプレッソ
（ラージ）を選びます。 

コーヒーの濃さまたは を選ぶ用意するもの
コーヒー豆またはコーヒー粉

深煎りのレギュラーコーヒー用をお使いくださ
い。シティ・ローストかフルシティ・ロースト
がおすすめです。
※ コーヒー粉から抽出する場合、極細挽き～細挽きの粉を
お使いください。

水

新鮮な水道水や軟水（硬度：90mg/L 以下）
のミネラルウォーターが適しています。
※ 硬水を使用するとカルキ分が詰まりやすくなります。
※ ミネラルウォーターや浄水器を通した水は、残留塩素の殺
菌効果がないため、カビなどが発生しやすくなります。衛
生上、各部の定期的なお手入れ（23ページ～25ページ
参照）を必ず行ってください。

カップ

容量約180mL 以上のコー
ヒーカップまたはマグカップ
をご用意ください。

ホ
ッ
ト
コ
ー
ヒ
ー
の
作
り
か
た

コーヒー豆（またはコーヒー粉）
を入れる 15、18ページ参照

抽出する
 ●コーヒー豆を使う場合
（1杯抽出）ボタンまたは （2杯抽出）
ボタンを押します。
 ●コーヒー粉を使う場合
（1杯抽出）ボタンを押します。

 ●コーヒー豆を使う場合
コントロールノブを押して、お好みの
コーヒーの濃さを選びます。

 ●コーヒー粉を使う場合
コントロールノブを押して  を選び、
点滅させます。

給湯機能を使って別容器にお湯
を80mL出す
詳細は 14ページ参照

※ コーヒー豆を使って2杯分抽出したい場合は、
お湯を160mL出します。

で抽出したエスプレッソをお
湯で割る

抽出が終わったら
電源をオフにします。 12ページ参照

80mLはあくまでも目安です。エスプレッソとお湯の
比率やエスプレッソの濃さを変えることで、味の濃さ
を調整することができます。

ヒント

薄い 濃い

14cm
以内

5cm以上

P

エスプレッソ
（ラージ）

コントロール
ノブを回す

エスプレッソ（ラージ）の抽出量は約40mL
です。
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蒸気（スチーム）で牛乳を泡立てエスプレッソに注ぐと、カプチーノのできあがりです。

用意するもの

牛乳

新鮮な成分無調整／乳脂肪分 3.0%以上の牛乳
をご使用ください。
必ず冷たく冷やした牛乳をお使いください。冷た
いと、牛乳を対流させる時間を長くとれるため、
より攪拌されてなめらかな泡立ちになります。
※ 加工乳や低脂肪乳、また一度温めた牛乳は、泡立ちがよ
くありません。

ピッチャー

容量250～400mLの取っ手のある金属製（ス
テンレスなど）のピッチャーが最適です。
※ 陶器やガラス製は、内部のミルクの温度が分かりにくい
ため、金属製のものをおすすめします。

カップ
14cm
以内

5cm以上

カプチーノ用には、容量約150～200mLの
肉厚のカップをお選びください。

給水タンクに水を入れ、本体に
セットする

スチームつまみが閉じているこ
とを確認し、電源をオンにする
詳細は 12ページ参照

 ● が点滅から消灯に変わったことを確認し、
次の手順に進んでください。

牛乳をピッチャーに入れる

約1/3～1/2の位置
まで入れます。

※ 1/2以上入れると、溢れ出る場合があります。

カプチーノの作りかた

（スチーム）ボタンを押す

蒸気の準備が完了すると、 が点滅します。

P

点滅

P

点灯

点滅

消灯

ピッチャーをフロッサーの下に
差し込む
❶フロッサーを外側に向けます。

P

❷ピッチャーの底につかないように、フ
ロッサーを半分以上牛乳に浸けます。

P

※牛乳量はフロッサー
の黒い部分以下にし
てください。
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3分以上連続でスチームを出し続けると、安全
装置が作動し蒸気が止まります。

 フロッサーから蒸気が出ているときにピッ
チャーを外さないでください。牛乳が飛び散
り、やけどをする危険があります。

が点滅したら、スチームつま
みを開く

フロッサーの先から蒸気が噴き出し、牛乳が温
められます。温めはピッチャーを傾けた状態で
行います。

P

｜
開く

フロッサーの黒
い部分まで浸
さないでくださ
い。

ピッチャーの底に
フロッサーがつか
ないようにしてく
ださい。

泡立ちの状態を整える
 ●ピッチャーを濡れふきんの上でトントンと軽
く叩いたり（A）、円を描くようにゆっくり大
きく回す（B）と、牛乳の大きな泡がなくな
ります。泡のきめが細かくなり、長持ちします。
（A） （B）

スチーム機能を解除する
（内部洗浄）ボタンを押して、スチーム

機能を解除します。

❶

❷

P

通常のディスプレイ表示に戻ります。

消灯

※ スチーム使用後、何も操作しないでいると、約1
分後にスチーム機能が解除されます。

エスプレッソを抽出する
カプチーノ用の大きめなカップに、エスプ
レッソを抽出します。
 ●コーヒー豆を使う場合
15ページ手順 ～16ページ手順 を
行い、抽出します。
 ●コーヒー粉を使う場合
17ページ手順 ～18ページ手順 を
行い、抽出します。

知っておいていただきたいこと

カ
プ
チ
ー
ノ
の
作
り
か
た

牛乳が温まったら、スチームつ
まみを閉じピッチャーを外す

❶ 牛乳が60～65℃（目安）に温まったら、
ゆっくりピッチャーを起こし、スチームつ
まみを閉じる

蒸気が止まります。

○
閉じる

P

ピッチャーを
起こす

❷ 蒸気が完全に止まったら、フロッサーから
ピッチャーを外す

 の点滅後約30秒が経過すると、  が消灯し、
スチームが出ない状態になります。この場合は、再
度  （スチーム）ボタンを押して  を点滅させて
ください。

以下の場合にトレイから蒸気が出たり、トレイに
お湯が少量たまりますが、異常ではありません。

・ （スチーム）ボタンを押して蒸気の準備を
しているとき

・スチーム使用後、スチームつまみを閉じたとき

・スチーム使用直後に内部洗浄を行ったり、コー
ヒーを抽出したとき
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カプチーノの作りかた（つづき）

❶ ピッチャーに半分ほど水を入れる
❷ ピッチャーにフロッサーを差し込む

P

❸ （スチーム）ボタンを押した後、スチー
ムつまみを開き、蒸気を出す

｜
開く

❹ 数秒したら、スチームつまみを閉じる
○
閉じる

フロッサーのお手入れ
フロッサーを使用したらすぐに、フロッ
サーおよびスチールノズル内部を洗浄して
ください。内部に付着しているミルクを排
出し、ミルクが内部に残ったり固まったり
するのを防ぎます。
※ 衛生のため、フロッサーを使用したら毎回
必ず洗浄してください。

その日の最終使用後には、必ずフロッサー
を取り外してお手入れを行ってください。

抽出およびスチーム使用中・使用直後は以下の行為を絶対に行わないでください。やけど・感電・
けが・故障のおそれがあります。

子供に使わせたり、幼児の手の届くところで使用しない／直接フロッサーに触らない／抽出口
に手などを近づけない／本体を移動しない／トレイを引き出さない／グラインダー作動中に豆
ホッパー内部に手を入れない。

エスプレッソにフォームミルク
（泡立てたミルク）を注ぐ
抽出したエスプレッソにフォームミルクを
注ぎます。

エスプレッソ

フォームミルク

 ●フォームミルクとは、泡立てられたあたたか
いミルクのことです。
 ●エスプレッソ 30mL、フォームミルク
120mLが目安です。
 ●お好みで、砂糖やココアパウダー、シナモン
などを添えてください。

カプチーノを作り終えたら電源をオフにし
ます。 12ページ参照

カフェ・ラテの作り方

エスプレッソにスチームミルクを加えると、
カフェ・ラテになります。

 ●スチームミルクとは、泡のない（少ない）
あたためられたミルクのことです。
 ●エスプレッソ30mL、スチームミルク
120mLが目安です。

エスプレッソ

スチームミルク

ミルクを注ぐ際にスプー
ンなどで泡が入るのを押
さえると、スチームミル
クだけを注ぐことができ
ます。

ヒント
32ページ参照
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ア
イ
ス
メ
ニ
ュ
ー
の
作
り
か
た
（
レ
シ
ピ
）

カ
プ
チ
ー
ノ
の
作
り
か
た
（
つ
づ
き
）

アイスメニューの作りかた（レシピ）
材料の分量は目安です。お好みに応じて調節してください。

抽出したてのエスプレッソを氷で一気に冷やすため、芳醇な味と香りはそのままです。イタリアで
広く愉しまれるアイスコーヒーです。

 ●材料（1杯分）

冷たいミルクにエスプレッソを注いで作る、定番ドリンクです。
 ●材料（1杯分）

アフォガートとはイタリア語で「溺れる」という意味。アイスクリームがエスプレッソの中で溺れ
ているように見えることから名づけられました。

 ●材料（1杯分）

コーヒー豆（やや深煎り）、砂糖（グラニュー糖）：約20g
❶ お好みの濃さのエスプレッソを約60mL抽出する
抽出量を「エスプレッソ」に設定して、「 （2杯抽出）ボタン」を押すと、約
60mL抽出されます。

❷ シェイカーに砂糖（グラニュー糖）を入れる
❸ ❷に❶を入れてよく混ぜ、砂糖を溶かす。
❹ 氷を加えふたをして強く振る
氷をシェイカーの壁にぶつけるよう強く振ります。

❺ ❹ のシェイカーが冷えたら、中身をグラスに注ぎ入れる
この時、中の氷が落ちないようにふたを半開きにして注いでください。

コーヒー豆（やや深煎り）、牛乳：120mL
❶ お好みの濃さのエスプレッソを約30mL抽出する
抽出量を「エスプレッソ」に設定して、「 （1杯抽出）ボタン」を押すと、約30mL
抽出されます。

❷ グラスにたっぷりの氷を入れ、冷たいミルクを注ぐ
❸ ❷に❶を入れ、お好みでガムシロップを加える
エスプレッソを注ぐ際には、氷にあてるよう静かに注ぎます。

コーヒー豆（やや深煎り）、市販のバニラアイス：約70～100g
❶ お好みの濃さのエスプレッソを約30mL抽出する
抽出量を「エスプレッソ」に設定して、「 （1杯抽出）ボタン」を押すと、
約30mL抽出されます。

❷ バニラアイスを冷やしたグラスに入れる
❸ ❷に❶を注ぐ
❹ お好みで生クリームやチョコレートソースなどをかける

カフェ・シャケラート

アイス・カフェラテ

アフォガート
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プログラムモード
本製品には、コーヒーやカプチーノを淹れる操作などを行う「通常モード」と、設定の変更
や登録などを行う「プログラムモード」があります。

（プログラム）ボタンを押して、通常モードとプログラムモードを切り替えます。

メニュー 内容 設定項目 説明ページ

① 石灰の除去 が点滅したら、できるだけ早めに石灰の
除去を行います。 1つ 石灰を除去

する
石灰を除去
しない 35

② リセット +
すべての設定を、工場出荷時の初期値に戻
します。 1つ リセット

する
リセット
しない

27

③ 節電機能の設定 節電機能を使用する／使用しないを設定し
ます。 1つ 節電機能を

設定する
節電機能を
設定しない

④ フィルターの
セット 日本向け仕様の製品は非対応の項目です。

⑤ フィルターの取
り外し 日本向け仕様の製品は非対応の項目です。

⑥ 水硬度の設定 水硬度チェッカーで測定した水硬度レベル
（11ページ）を登録します。 複数

レベル1

28

レベル2

レベル3

レベル4

⑦ オートオフの設
定

自動的に電源オフになるまでの時間を設定
します。 複数

15分

30分

1時間

2時間

3時間

⑧ 抽出温度の設定 コーヒーの抽出温度を設定します。 複数

低め

29

普通

高め

⑨ 使用状況の表示
（累計表示）

抽出した杯数や石灰の除去を行った回数な
どの累計を表示します。 複数

抽出した杯数

石灰除去の回数

使用された水量

プログラムモードのメニュー一覧

メニューアイコン

+

+
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基本操作
設定項目が1つのメニュー： メニュー一覧①～③

❶ （プログラム）ボタンを押して、プロ
グラムモードにする

P 点灯

❷ コントロールノブを回して、選びたいメ
ニューのアイコンを点灯させる

P

メニュー

❸ （OK）ボタンを1回押して、 を点
滅させる

P 点滅

※ キャンセルする場合は、 （ESC）ボタンを押します。

❹ 確定する場合は （OK）ボタン、キャン
セルまたは設定を解除する場合は （ESC）
ボタンを押す

P確定
キャンセル／
設定解除

＜確定する場合＞ ＜キャンセル／設定
解除する場合＞

❺ （ESC）ボタンを押して、プログラムモー
ドを終了する

P 消灯

❶ （プログラム）ボタンを押して、プロ
グラムモードにする

P 点灯

❷ コントロールノブを回して、選びたいメ
ニューのアイコンを点灯させる

P

メニュー

❸ （OK）ボタンを押して確定する

P
メニュー
確定

※ キャンセルする場合は、 （ESC）ボタンを押します。

❹ コントロールノブを回して、選びたい設定
項目のアイコンを点灯させる

設定項目

❺ （OK）ボタンを押して確定する

P
設定項目
確定

※ キャンセルする場合は、 （ESC）ボタンを押します。

❻ （ESC）ボタンを押して、プログラムモー
ドを終了する

P 消灯

プ
ロ
グ
ラ
ム
モ
ー
ド

設定項目が複数のメニュー：メニュー一覧⑥～⑨
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③  節電機能の設定
節電機能を使用する、使用しないを設定します。初期設定は「節電機能を使用しない」になっ
ています。節電機能を使用する場合には、この設定を変更してください。
❶ （プログラム）ボタンを押して、プログラムモードにする
❷ コントロールノブを回して を点灯させる

❸ （OK）ボタンを1回押して を点滅させる

❹ 節電機能の使用を確定する場合は （OK）ボタンを押す
※ 「節電機能を使用しない」設定にしたい場合は、 （ESC）ボタンを押します。

❺ （ESC）ボタンを押して、プログラムモードを終了する
が点灯していれば、節電機能を使用する設定になっています。

④  ＋ フィルターのセット
日本向け仕様の製品には対応していません。ご了承ください。

①  石灰の除去　
本製品を使っていると、水の石灰質が徐々に内部管などに付着していきます。そのまま放置
すると故障の原因になるため、 の点滅で石灰を除去するタイミングをお知らせします。
 ●詳細は「石灰の除去」（35ページ）を参照してください。

② +  リセット
設定を初期設定の状態に戻します。
❶ （プログラム）ボタンを押して、プログラムモードにする

❷ コントロールノブを回して と を点灯させる

❸ （OK）ボタンを1回押して を点滅させる

❹ リセットを確定する場合は （OK）ボタンを再度1回押す。
 （確定すると自動的にプログラムモードが終了します）
※ キャンセルする場合は、 （ESC）ボタンを2回押します。

プログラムモード（つづき）

リセットを行うと、以下の項目
が初期設定に戻ります。
●節電機能：使用しない
●オートオフ：2時間後
●抽出温度設定：普通
●水硬度設定：1

※使用状況の表示はリセットされません。

節電機能を使用すると、抽出
前の予熱時間が必要になり、
その分だけ抽出に時間がかか
ります。

ヒント
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⑦  オートオフの設定
本体を使用しない時間が長く続いた場合、2時間後に自動的に電源がオフになる設定がされ
ています。この電源オフまでの時間を変更することができます。
❶ （プログラム）ボタンを押して、プログラムモードにする

❷ コントロールノブを回して を点灯させ、 （OK）ボタンを押して確定する

❸ コントロールノブを回して電源オフまでの時間を選び、 （OK）ボタンを押して確定する
※ キャンセルする場合は、 （OK）ボタンを押さずに、 （ESC）ボタンを押します。

15分

30分

1時間

2時間

3時間

❹ （ESC）ボタンを押して、プログラムモードを終了する

⑥  水硬度の設定　
石灰除去のタイミングを正確にお知らせするために、使用する水の硬度を本体に設定します。

❶ （プログラム）ボタンを押して、プログラムモードにする

❷ コントロールノブを回して を点灯させ、 （OK）ボタンを押して確定する

❸ コントロールノブを回して水硬度レベルを選び、 （OK）ボタンを押して確定する
※ キャンセルする場合は、 （ESC）ボタンを押します。

レベル1

レベル2

レベル3

レベル4

❹ （ESC）ボタンを押して、プログラムモードを終了する

水硬度の設定を行うにはコーヒー抽出に使う水の硬度をあらかじめ確認する必要があります。
詳しくは 11ページ参照

プ
ロ
グ
ラ
ム
モ
ー
ド
（
つ
づ
き
）

⑤  ＋  フィルターの取り外し
日本向け仕様の製品には対応していません。ご了承ください。



⑨  使用状況の表示（累計表示）
抽出した杯数、石灰の除去を行った回数、使用した水の累計を表示します。
❶ （プログラム）ボタンを押して、プログラムモードにする
❷ コントロールノブを回して を点灯させ、 （OK）ボタンを押して確定する
❸ コントロールノブを回して、累計表示したい項目のアイコンを点滅させる

抽出した杯数 石灰除去の回数 使用水量の累計
（リットル）

フィルター交換を行った回数
日本向け仕様の製品は対応してい
ません。ご了承ください。

累計が表示されます。

❹ （ESC）ボタンを2回押して、プログラムモードを終了する
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⑧  抽出温度の設定
抽出温度を3段階から選ぶことができます。
❶ （プログラム）ボタンを押して、プログラムモードにする
❷ コントロールノブを回して を点灯させ、 （OK）ボタンを押して確定する
❸ コントロールノブを回して温度を選び、 （OK）ボタンを押して確定する
※ キャンセルする場合は、 （ESC）ボタンを押します。

低め（約76～81℃）

普通（約78～83℃）

高め（約80～85℃）

上記の温度は室温23℃で120mL抽出した場合の目安です。
※ 室温などにより温度差があります。
※ 抽出温度とは、抽出口から出てくるコーヒーの温度です。

❹ （ESC）ボタンを押して、プログラムモードを終了する

各アイコンが対応する単位に、そのアイコンが点滅した回数をかけたものが
累計です。

アイコン

対応する単位 10,000 1,000 100 10 杯 /回 /リットル

例：
抽出回数

0回点滅 1回点滅 3回点滅 5回点滅 0回点滅

1350杯抽出した

プログラムモード（つづき）

本製品は工場で実際に1台1台抽出試験を行って出荷されています。そのため初めてお使いになる場合
でも、数十杯分のコーヒー抽出杯数の履歴が残っていますがご了承ください。

表示の見かた
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設定したプログラムなどをメモしておくと便利です。

プ
ロ
グ
ラ
ム
モ
ー
ド
（
つ
づ
き
）
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P

お手入れ                           お手入れはこまめに !
いつも清潔な状態で使用するために、こまめにお手入れしましょう。

注意

お手入れをするときは、電源プラグを抜き、本体が完全に冷めてから行ってください。
　※フロッサーの内部洗浄、手動内部洗浄、石灰の除去の際は除く。

本体や電源コード╱プラグを水に浸したり、水洗いしないでください。

●給水タンクに水は残さないでください。
　※フロッサーの内部洗浄、手動内部洗浄、石灰の除去の際は除く。
●研磨剤、ガラス磨き、シンナー、漂白剤、アルコールなどは使用しないでください。
●ワイヤーウール、たわし、金ブラシ、研磨スポンジなどは使用しないでください。
●水洗いした部品は、乾かしてから本体に戻してください。
●食器洗浄機や食器乾燥機、熱湯などは使わないでください。

水洗いできるものとできないもの

フロッサー、スチームノズル

豆ホッパーふた

本体

水滴受け

給水タンク

水洗いできるもの

抽出ユニット

カス受け

トレイ、カップ受け、水位計

電源コード／
プラグ

●固く絞った濡れ布きんで拭きます。
●汚れがひどい場合は、少量の台所用食器
用洗剤をつけた布で拭いてから、濡れ布
きんで洗剤をよく拭いてください。

お手入れ時のご注意

水洗いできないもの
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毎回使用後に行うお手入れ

洗浄する

フロッサーを使用した後は、必ずフロッサーおよびスチームノズル内部の洗浄をしてください。
 ●洗浄方法については、 23ページ参照

フロッサーおよびスチームノズル

その日の最終使用後に行うお手入れ

水洗い、乾燥

1日の使用が終わったら、本体からそれぞれを取り外し、台所用食器用洗剤を使って水洗い
します。乾いたら元に戻します。
※ トレイとカス受けは、最終使用後以外にも必要に応じてお手入れを行ってください。 34ページ参照

トレイ、水位計、カップ受け、カス受け、水滴受け、給水タンク、フロッサー、スチームノズル

【フロッサーおよびスチームノズルの取り付けかた】

❶ スチームノズルを図の向きに取り付ける

P

❷ フロッサーを図の向きに取り付ける

P

※ しっかりと差し込んでください。

お
手
入
れ

【フロッサーおよびスチームノズルの取り外しかた】

❶ フロッサーを外側に向ける

P

❷ フロッサーをななめ下方向に引っ張る

❸ スチームノズルをななめ下方向に引っ張る

P

※ フロッサーの孔が詰まっている場合は、爪楊枝な
どで取り除いてください。
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お手入れ（つづき）
その日の最終使用後に行うお手入れ（つづき）

洗浄する

コーヒー粉が詰まると、故障の原因になります。1日の使用が終わったら洗浄を行ってください。
食器用洗剤や研磨剤、漂白剤は使用しないでください。フィルターに付いたコーヒーの油分
が金属の表面に膜を作り、金属臭を抑えます。

抽出ユニット（食器洗浄機は使えません）

❻ 抽出ユニットを本体受け部にはめ込み、
PUSHの位置をカチッという音がするま
で指で強く押す

※ はめ込んだ後に、赤いボタンが凹んだままになっ
ている場合は、抽出ユニットが正しく取り付けら
れていません。一旦、抽出ユニットを取り出し、
しっかりと取り付け直してください。

※ 差し込みにくい場合は、抽出ユニットのレバーを
下図の位置にしてから、再度差し込んでください。

レバー（短）

レバー（長）

❼ 抽出ユニットふたを閉じる

❽ 給水タンクを本体にセットする

❶ （電源）ボタンを押して電源をオフにする
12ページ参照

❷ 給水タンクを取り外す
❸ 抽出ユニットふたを開ける

❹ 抽出ユニットの赤いボタンをしっかりとつ
まみ、そのまま手前に引き出す

❺ 抽出ユニット上部を流水で洗う
フィルター部分、コーヒーカスを払い落す
レバーの周りなどに残ったコーヒー粉を洗
い流します。
※ 洗剤や研磨剤、漂白剤は使用しないでください。

清掃する

本体内部のコーヒー粉は、付属のクリーニングブラシや固くしぼった濡れ
ふきんを使って取り除いてください。

本体内部

P

抽出ユニットは、必ず本体の電源をオフにしてから取り外してください。電源オン時に無理に取り
外そうとすると、故障の原因になります。

1か月に一回、または長期間使用しないときに行うお手入れ

本体内部の清掃は、必ず本体背面の主電源をオフにして行ってください。
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清掃する

抽出口を確認し、詰まっている場合はブラシや爪楊枝などを使って
取り除き、固く絞った濡れ布きんで拭きます。

抽出口

必要なときに行うお手入れ

水を捨てる

水位計（赤）が上がってきたら、トレイを引き出して水を捨て、
水洗いをしてください。

トレイ

水位計

コーヒーカスを捨てる

が点滅したら、トレイを引き出してカス受けにたまっているコーヒー 
カスを捨ててください。
※ カス受けが満杯でなくても、 が点滅したら必ずコーヒーカスを捨ててカス受
けを空にしてください。

カス受け

お湯で本体内部の洗浄を行います。以下の場合などで「手動内部洗浄」を行ってください。
長期間（1週間以上）使用しなかった場合／より衛生的に保ちたい場合／より熱いコーヒーを作る場合
 （内部洗浄）ボタンを押す

P

本体内部を洗浄したお湯が、約70mL排出されます。
大きめの容器をカップ受けの上に置いて、排出される
熱湯を受けてください。

手動内部洗浄

清掃する

定期的にパウダー投入口を確認し、必要に応じて付属のクリーニ
ングブラシで取り除きます。

パウダー投入口
お
手
入
れ
（
つ
づ
き
）

抽出用にミネラルウォーターや浄水
器の水をご使用の場合、週に1度
は水道水を使った内部洗浄を数回行
うことをおすすめします。水道水の
残留塩素で、洗浄効果が高まります。
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お手入れ（つづき）
必要なときに行うお手入れ（つづき）

本製品を使っていると、水の石灰質が徐々に内部管などに付着していきます。そのまま放置す
ると故障の原因になるため、 の点滅で除石灰のタイミングをお知らせします。

石灰の除去（所要時間：約25～30分）

❺ 空の給水タンクに除石灰剤を入れる

Aの位置（100mL）
まで入れます。

❻ 除石灰剤を入れた給水タンクに水を入れ、
本体にセットする

Bの位置まで入れます。
（投入する水量は1Lです）

❼ 容量2.0L 以上の容器を、フロッサーの真
下に置く

❽ （OK）ボタンを押す

❶ （プログラム）ボタンを押して、プロ
グラムモードにする

P 点灯

❷ コントロールノブを回して を点灯させる

P

点灯

❸ （OK）ボタンを1回押して を点滅
させる

P 点滅

❹ 再度 （OK）ボタン押して確定する
※ キャンセルする場合は （ESC）ボタンを押し
ます。 
1度確定すると除石灰作業をキャンセルできない
のでご注意ください。

● が点滅します。

※石灰の除去には、デロンギ全自動コーヒーマシ
ン用除石灰剤を使用してください。

P

点滅

点滅
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❾スチームつまみを開く

石灰の除去（つづき）

除石灰アイコン点滅の頻度は、設定した水の硬度によって異なります。石灰の除去を行う目安は以下のとおりです。

設定した水硬度レベル 1 2 3 4

石灰の除去が必要となる使用水量の目安 250L 150L 80L 45L

※水硬度設定の詳細は 11ページ参照

ヒント 除石灰アイコン点滅の目安

フロッサーからお湯が出ます。

約20～25分すると給水タンクが空になり、 が
点灯、 が点滅します。

｜
開く

濡れ布きんは使用しないでください。豆ホッパー内が濡れるとコーヒー豆の劣化や故障の原因になります。

コーヒー豆の劣化を防ぐため、必ず乾燥させてから本体に取り付けてください。

石灰の除去中は、お湯の排出と停止が自動的に
数回繰り返されます。

P

点滅 点灯

拭く 　長期間使用していなかった場合は、乾いた布きんで拭き取ってください。

水洗い・乾燥 　汚れが気になる場合に水洗いします。

豆ホッパー内部

豆ホッパーふた

お
手
入
れ
（
つ
づ
き
）

 スチームつまみを閉じる

 給水タンクを取り外し、MAXの位置まで
水を入れる
給水タンク内の除石灰剤が残らないようよく
すすいでください。
※ 除石灰剤は入れないでください。

 給水タンクを本体にセットする
が点滅します。

 容器を空にして、フロッサーの下に置く
 スチームつまみを開く
フロッサーからお湯が出ます。

 が点滅したら、スチームつまみを閉じる
給水タンクが空になると、 が点滅し、 が
点灯します。

○
閉じる

点灯

点滅

石灰の除去が完了しました。
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アイコンの見かたと対処方法
アイコンの点灯や点滅の意味と対処方法を説明します。

光りかた 説明 対処方法
給水タンクに水が不足しています。 給水タンクに水を補充し、本体に正しく

セットしてください。
9ページ参照

給水タンクが正しくセットされて
いません。

しっかり本体に押し込んでください。
9ページ参照

カス受けがいっぱいになっています。 抽出後、 が点滅したら、電源を入
れたまま、トレイを引き出し溜まって
いるコーヒーカスを捨ててください。
34ページ参照

本製品は抽出杯数をカウントしています
ので、カス受けが満杯になっていなくて
も、 点滅時には必ずカスを捨ててく
ださい。

カス受けが正しくセットされてい
ません。

トレイの正しい位置にセットしてくださ
い。 5ページ参照

豆の挽き具合（粒度）が細かすぎ
て、抽出が遅い（またはされない）
状態です。

グラインダーノブを粗いほう（時計回り）
に1目盛回してください。 13ページ参照

※グラインダーノブは、必ずグラインダー
が作動しているときに回してください。

上記対処を数回繰り返しても問題が解決さ
れない場合は、抽出ユニットのお手入れを
します。その後、スチームつまみを開いて
給湯した後、再度抽出を行ってください。
14、33ページ参照

点滅 点灯

 ●下表のイラストにあるアイコンの「点滅」と「点灯」の見分けかた
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ア
イ
コ
ン
の
見
か
た
と
対
処
方
法

光りかた 説明 対処方法
コーヒー粉からの抽出を選んでい
るのに、コーヒー粉が入っていま
せん。

コーヒー粉をパウダー投入口に入れる、
またはコーヒー粉からの抽出選択を取り
消してください。
18ページ参照

石灰を除去してください。 石灰の除去を行ってください。
35ページ参照

ひいたコーヒー豆の量が多すぎま
す。

コーヒーの濃さ設定を薄めにしてください。
8ページ参照

コーヒー粉の量が多すぎます。 コーヒー粉の量を減らしてください。

豆ホッパーの中の豆がなくなりま
した。

コーヒー豆を入れてください。

パウダー投入口（内部）が詰まっ
ています。

付属のクリーニングブラシで清掃を行っ
てください。 34ページ参照

抽出ユニットがセットされていま
せん。

抽出ユニットをセットしてください。
33ページ参照

抽出ユニットの動作不良などが考
えられます。

❶電源ボタンで電源を切った後、背面の
主電源スイッチもオフにする。約5
秒経ってから、主電源スイッチをオ
ンにする。

❷抽出ユニットを取り外し、セットしな
おす。

上記手順を行っても解決しない場合は、
当社テク二カルセンター 42ページ参照

までご相談ください。
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故障かな？            修理を依頼される前に、お読みください
使用中に異常が生じた場合は、ただちにスチームつまみを閉じ、電源をオフにし、使用を中
止してください。以下の点を確認し、それでも正常に機能しないときは、お求めの販売店ま
たは当社テクニカルセンター（42ページ参照）までお問い合わせください。

症　状（状態） 考えられる原因 対処のしかた

コーヒーがぬるい

エスプレッソの温度は67～70℃前後が理想とされています。一般的なドリップコー
ヒー（85℃前後）と比べ相対的にぬるく感じることがありますが、異常ではございません。

カップが温まっていない。 給湯機能を使ってカップを湯煎してくだ
さい。 14ページ参照

本体内部が温まっていない。 手動内部洗浄を行い本体内部を温めてく
ださい。 34ページ参照

抽出温度の設定が低い。 プログラムモードで抽出温度を「高め」
に設定してください。 29ページ参照

・コーヒーがクリーミーで
ない（クレマがない／少
ない）

・抽出が早すぎる

コーヒー豆量またはコーヒー粉量に対し
て、抽出量が多すぎる。

コントロールノブを回して調整してくだ
さい。 8ページ参照

コ
ー
ヒ
ー
豆
か
ら
の
抽
出

挽き豆の粒度が粗すぎる。
グラインダーノブを細かいほう（反時計
回り）に1目盛回して調整してください。 
13ページ参照

適切な豆を使用していない。 新鮮なエスプレッソ用の深煎りの豆を使
用してください。 15ページ参照

コ
ー
ヒ
ー
粉
か
ら
の
抽
出

コーヒー粉の量が少なすぎる。 投入するコーヒー粉の量を増やしてくだ
さい。（最大14g）

適切なコーヒー粉を使用していな
い。

新鮮なエスプレッソ用の粉（極細挽
き～細挽き）を使用してください。
17ページ参照

・抽出が遅い
　（ポタポタとしか抽出され
ない）

・抽出されない

抽出口や抽出ユニットが目詰まりをおこ
している。

抽出口および抽出ユニットのお手入れを
してください。
33～ 34ページ参照

コ
ー
ヒ
ー
豆
か
ら
の
抽
出

濃さの設定が濃すぎる。 コントロールノブを押して調整してくだ
さい。 7ページ参照

挽き豆の粒度が細かすぎる。
グラインダーノブを粗いほう（時計回
り）に1目盛回して調整してください。
13ページ参照  

コ
ー
ヒ
ー
粉
か
ら
の
抽
出

コーヒー粉の量が多すぎる。

投入するコーヒー粉の量を減らしてください。
※ 粉を14g（最大量）以上入れてしまっ
た場合は、本体内部および抽出ユニッ
トのお手入れを行ってから再度抽出し
てください。 33ページ参照

電源オフ時にコーヒー粉を投入した。
本体内部および抽出ユニットのお手入れ
を行ってから再度抽出してください。 
33ページ参照
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故
障
か
な
？

症　状（状態） 考えられる原因 対処のしかた

抽出されない 水タンクに水がない、または水タンクが
正しく設置されていない。

水タンクに充分な量の水を入れ、本体に
しっかりと取り付けてください。

大きな音がして、抽出され
ない

水の供給が不足して、水経路に空気が入っ
た。

内部の空気を抜くために、お湯が出るま
で給湯をしてください。 14ページ参照

コーヒーが片方の抽出口か
らしか出てこない

片方の抽出口が詰まっている。 抽出ユニットと、抽出口の詰まりをお手
入れしてください。 33、34ページ参照

本製品が水平に設置されていない。 水平に設置してください。

スチームつまみを開けても
蒸気が出てこない

（スチーム）ボタンを押していない。
（スチーム）ボタンを押し、 が点滅

したら、スチームつまみを開けてください。
21、22ページ参照

給水タンクに水が無い。 給水タンクに水を入れてください。

スチームノズルが目詰まりをおこしてい
る。

フロッサーおよびスチームノズルのお手
入れをしてください。 23、32ページ参照

蒸気が水っぽい 蒸気が適温に達していない。 が点滅してから、スチームつまみを開
けてください。 22ページ参照

蒸気が急に出なくなる
蒸気を出し始めて３分が経過したため安
全装置が作動し蒸気が止まった。

スチームつまみをいったん閉じ、しばら
く待ってから （スチーム）ボタンを
押して再開してください。

給水タンクに水がない。 給水タンクに水を入れてください。

（電源）ボタンを押して
も電源が入らない

電源プラグがコンセントに差し込まれて
いない。または、本体背面の主電源スイッ
チがオフになっている。

電源プラグをコンセントに差し込み、主電
源スイッチをオンにしてください。
6ページ参照

（電源）ボタンを押すと
すぐに が点滅し続ける

スチームつまみが開いている状態で
（電源）ボタンを押した。

スチームつまみを閉じてください。
5ページ参照

お手入れの際、抽出ユニッ
トが取り外せない

本体の電源が入っている状態で取り外そ
うとした。

抽出ユニットは、電源ボタンで電源を
切ってから取り外してください。
33ページ参照

※ 無理に外そうとすると故障の原因にな
ります。

• トレイから蒸気が出る
• トレイに水がたまる

以下の場合にトレイから蒸気が出たり、トレイにお湯が少量たまりますが、異常では
ありません。

・ （スチーム）ボタンを押して蒸気の準備をしているとき
・スチーム使用後、スチームつまみを閉じたとき
・スチーム使用直後に内部洗浄を行ったり、コーヒーを抽出したとき

美味しいカプチーノができない？
思うように美味しいカプチーノができない場合には、以下の点をチェックしてください。

状　態 予想される原因 対処のしかた

牛乳の泡立ちが悪い
　　　　II
フォームミルクの出来が悪い

鮮度、温度、種類ともに不適当な牛乳を使
用している

新鮮で冷えた成分無調整／乳脂肪分 3.0％
以上の牛乳を使う。 21ページ参照

泡立て用の器（ピッチャー）の形が不適当 口径が小さく深めのもの（金属製）を使う。
21ページ参照

フロッサー、スチームノズルの孔の目詰まり フロッサー、スチームノズルのお手入れを
する。 23、32ページ参照
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仕様
製 品 名 称 ／ 型 式 番 号 デロンギ　マグニフィカS プラス　コンパクト全自動エスプレッソマシン／ECAM23210

定
格

電 圧 ／ 周 波 数 100V／50/60Hz
消 費 電 力 1450W

外 形 寸 法 幅238×奥行き430×高さ350（mm）
質 量 約9kg
給 水 タ ン ク 容 量 MAXのラインまで1.8L（給水バブル式）
豆 ホ ッ パ ー 容 量 250g
豆 量 設 定 1杯抽出：約6～11g 2杯抽出：約10～14g
コ ー ヒ ー パ ウ ダ ー 使 用 可（最大14g）

コ ー ヒ ー 抽 出 量

1杯抽出時 2杯抽出時

マイコーヒー：初期設定30mL
エスプレッソ：30mL
エスプレッソ（ラージ）：40mL
ロングコーヒー：120mL
ロングコーヒー（ラージ）：150mL
※「マイコーヒー」は抽出量を変更す
ることができます。

マイコーヒー：初期設定60mL
エスプレッソ：60mL
エスプレッソ（ラージ）：80mL
ロングコーヒー：240cc
ロングコーヒー（ラージ）：300mL
※ 抽出量は倍になりますが、1杯あ
たりの抽出量は変わりません。

カ ス 受 け 容 量 1杯抽出：14回分 2杯抽出：7回分
ポ ン プ 圧 15気圧
グ ラ イ ン ダ ー コーン式コーヒーグラインダー

材
質

本 体 ABS樹脂、PC／ABS樹脂
給 水 タ ン ク AS樹脂
抽 出 ユ ニ ッ ト ポリアセタール樹脂

欧州ＲｏＨＳ指令とは、「電気・電子機器の特定有害物質の使用制限」を規定した欧州連合（ＥＵ）による指令です。
この製品は、鉛及びその化合物、水銀及びその化合物、六価クロム化合物、カドミウム及びその化合物、ポリブロモビフェニル
（PBB）、ポリブロモジフェニルエーテル（PBDE）の含有率が、いずれも含有率基準値以下であり、環境に配慮して製造されました。

この製品は欧州ＲｏＨＳ指令に適合した製品です。

別　売　品

•抽出ユニット

•全自動エスプレッソマシン用除石灰剤（2個入り）【型式番号：DSCL-100X2】

•ステンレス製ミルクジャグ【型式番号：MJD350】容量：350mL
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  素材：18/10ステンレス

•ステンレス製ミルクジャグ【型式番号：MJD400】容量：400mL
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　素材：18/8ステンレス

•水硬度チェッカー

お求め方法 

▲

お買い上げの販売店または当社オンラインショップでお求めください。
オンラインショップURL 

▲

http://shop-casa-delonghi.com
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アフターサービスについて

ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

仕
様

1) 使用中に異常（★）が生じた場合は、ただちに電源を切り、電源プラグをコンセントから抜いてください。
その後、39 ～40ページ「故障かな？」で調べても正常に機能しない場合は、お求めの販売店または当社テ
クニカルセンター（下記）にご相談ください。

2) 万一、故障／損傷した場合は、保証書に記載されている販売店に 
1. お買い上げ日　2. 製品名称と型式番号　3. 故障の状況──を連絡のうえ、修理を依頼してください。
なお、当社テクニカルセンターにご依頼される場合は、お電話または直接宅配便でお送りください。宅配
便の場合は、必ず故障の状況を記したメモを商品パッケージ（梱包箱）に同封してください。 
※送り先については、事前にお電話あるいはホームページ（下記参照）にてご確認ください。

3) 保証期間中（1年）は、保証書に記載されているものについては、無償で修理いたします。ただし、安全上
および使用上の注意を無視しての故障、規格外に改造をしたものは、その限りではありません。また、保
証期間が過ぎたものについては、有償で修理いたします。

4) 補修用性能部品の保有期間について
 当社では、この全自動エスプレッソマシンの補修用性能部品について、最終輸入日を起点に5年間保有し
ております。補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。

5) まごころ点検のおすすめ：長い期間ご使用いただくために、専門技術者による点検（お預かり）をお薦め
します。点検の依頼および料金などにつきましては、当社テクニカルセンターま
でお問い合わせください。 
※下の枠内に、お買い上げ日を記入してください。点検の目安になります。

以上、アフターサービスについてご不明の点がございましたら、お求めの販売店または当社テクニカルセンター
までお問い合わせください。

お買い上げ日 : 年 月 日

送料について： 再資源化の費用は弊社が負担いたしますが、送料はお客様のご負担
（元払い）となります。予めご了承ください。

梱包について： 製品の入っていた箱（元箱）に入れてお送りください。元箱がない場
合は、段ボール箱に入れるか、エアーパッキンにくるんでください。
※外箱または送り状に、必ず「再資源化」と明記してください。
※送り先については、事前にお電話あるいはホームページ（下記
参照）にてご確認ください。

・電源コード、電源プラグが変形／破損している
・本体に強い衝撃を与えた
・取扱説明書どおりに使用しているのに、正常に機能しない

・使用中、電源コードおよび電源プラグ、コン
セントが異常に熱くなる
・本体に水などの液体をこぼした

〈★以下のような場合には、点検および修理が必要です〉

6)デロンギ再資源化システムについて
ご不用になった製品は、下記の要領に従い、当社テクニカルセンターまでお送りください。素材ごとに分
別し、再資源化いたします。

〒335-0033　埼玉県戸田市笹目北町13-13

コールセンター  Tel.0120-804-280／Fax.0120-956-020

ホームページでのお問い合わせ（URL） http://www.delonghi.co.jp/support

（受付時間

▲

土、日、祝日を除く毎日9:30～17:00）デロンギ・ジャパン テクニカルセンター



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


